
９月７日から 11 日にかけて宮城
県で行われた第 11 回全国和牛能
力共進会で、庄原市から出品され
た 18 頭の牛が、各区で１等賞以
上の優秀な成績を収めました。
（庄原市の出品者は中央水色 4人）

宮城全共
庄原の牛、健闘！

美しく輝く　里山共生都市
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●庄原少年野球

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ もくじ

　庄原こどもミュージカル実行委員会

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

父母より：早来ちゃん、しっかり食べて大きく
なってね。

名な
ご
し越　

早さ

き来
ち
ゃ
ん
（
中
本
町
）

Ｈ
28
年
12
月
19
日
生
ま
れ

父母より：毎日の成長

が楽しみだよ。元気いっ

ぱい育ってね。

水み
ず
ま間　

海か
い
と斗

く
ん
（
口
和
町
）

Ｈ
29
年
２
月
16
日
生
ま
れ

　庄原少年野球は昭和 45 年に結成し、本年で 47 年目を迎えました。
　現在の部員は 16 人（男子 15 人、女子１人）で、「礼儀・挨拶・友情・感謝・
思い出」をモットーに、少年野球を通じて心身ともに健やかに成長するこ
とを目指して活動しています。
　毎週木曜日（18 時 30 分～ 20 時 30 分）に庄原中学校、土 ･ 日曜日（８
時～ 12 時）に庄原市スポーツ広場で練習を行っています。
　随時部員を募集していますので、野球に興味のある方はお気軽にお問
い合わせください。

【連絡先】
光永　俊和
☎ 0824-72-7691

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

こどもミュージカルの公演

　

こ
れ
ま
で
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
て
き
た

と
お
り
、
女
性
が
で
き
る
獣
害
対
策
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
11
月
に

は
、
市
内
で
女
性
限
定
の
鳥
獣
被
害
対

策
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

広
島
県
が
認
定
す
る
獣
害
対
策
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
井い

の
う
え上
雅ま

さ
て
る央
さ
ん
が
、
獣

害
対
策
の
基
本
に
つ
い
て
、
面
白
く
、

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
屋
・
本
村
地
区
の
女
性
が

事
例
発
表
と
し
て
今
ま
で
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

　

女
性
同
士
で
成
功
例
や
失
敗
談
を
話

し
合
う
良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

稲
刈
り
も
終
わ
り
ひ
と
段
落
し
た

ら
、
家
の
周
り
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

剪せ
ん
て
い定
ば
さ
み
で
家
の
周
囲
に
生
え
た

木
の
下
枝
を
落
と
し
て
、
カ
マ
で
草
を

刈
る
。こ
れ
な
ら
女
性
に
も
で
き
ま
す
。

　

実
は
野
生
動
物
が
家
の
周
り
に
潜
む

と
マ
ダ
ニ
の
繁
殖
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
野
生
動
物
が
通
過
す
る
だ
け
で
な

く
、
茂
み
に
隠
れ
る
時
間
が
長
く
な
る

と
、
動
物
の
体
に
つ
い
て
い
る
ダ
ニ
が

そ
の
場
所
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
高
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
き
る
対
策
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４

２　市民のページ
３　こうすりゃ～ええ農
４　国民健康保険制度が変わります
５　行政相談週間
６　芸備線は今…
７　新指定の庄原市天然記念物
８　宮城全共　和牛改良成果をアピール
　　／庄原いちばん談義実施団体募集

９　大阪府の高校生が民泊
　　／戦没者等の遺族に対する特別弔慰金

10　お墓Ｑ＆Ａ
　　／安心・安全な毎日のために

11　浄化槽月間
　　／オフトーク放送を終了します

12　母子保健だより
　　／子育て通信あそびっ子

13　市政トピックス
16　カメラレポート
18　健康広場
19　お知らせ

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、企画振興課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

女
性
か
ら
は
じ
め
る

獣
害
対
策

番
外
編

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

草く
さ
た
に谷　

夏な
つ
え枝

イノシシなら地表から80センチ程度下枝を落
とせば、隠れる場所はありません。

このコーナーでは、
農業のちょっとしたコツを、
市の営農指導員と
地域おこし協力隊員から
お知らせします。７

　私たちはこどもミュージカルを通して、子どもたちの独創性・
表現力・しなやかさを育成し、文化芸術のまちの創造に取り組んでいま
す。子どもたちは、全身全霊で表現に取り組むことで一人一人が輝き、
また、みんなで一つのことを作り上げていくことを経験することで、責
任感・達成感・思いやりの大切さを学んでいます。
　本年で 18 回目となる公演では「しらゆき姫」を演じますので、皆さ
んぜひお越しください。
○庄原こどもミュージカル「しらゆき姫」のご案内
～こどもたちの創り上げる舞台は感動と称賛で胸が一杯に～
と　き　10 月 29 日（日）　13 時 30 分～（第一公演）、16 時～（第二公演）
ところ　庄原市民会館　大ホール　　入場料　1,000 円
問い合わせ
庄原こどもミュージカル実行委員会事務局
☎ 090-2006-6982（９時～ 12 時、13 時～ 17 時）
ホームページ　http://www1.shobara.cc/echo/musical/

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
営
農
指
導
員
か

ら
農
業
の
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
作
っ
た

野
菜
な
ど
を
出
荷
で
き
る
「
産
直
市
」

の
紹
介
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

比
和
の
特
産
市
場

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
２
８
８
２

比
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
３

「
比
和
の
特
産
市
場
」
へ
出
荷
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

女
性
限
定　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
獣
被
害
対
策
講
習
会
開
催
！

こ
れ
な
ら
女
性
に
も
で
き
る
！　

動
物
を
寄
せ
付
け
な
い
家
周
り
に

な
ど
を
参
考
に
出
荷
者
本
人
が
決
定

し
、
本
人
の
責
任
に
お
い
て
出
荷
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
売
れ
残
っ
た
商
品
は
、
原
則
と
し
て

当
日
の
販
売
終
了
後
に
引
き
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
原
則
、
４
月
か
ら
12
月
の
土
・
日
曜

日
の
み
営
業
し
ま
す
。
ま
た
、
節
目
に

は
、
地
場
産
品
を
使
用
し
た
料
理
な
ど

を
振
る
舞
う
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

吾
妻
山
の
麓
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
比
和
町
に
あ
る
直
売
所
が
「
比
和

の
特
産
市
場
」
で
す
。
こ
こ
で
は
、
主

に
町
内
で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
や
き
の
こ

類
の
他
、
地
場
産
品
の
加
工
品
な
ど
を

取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
特
に
か
し
わ

餅
と
田
舎
巻
き
が
売
れ
筋
で
す
。

　

毎
週
土
・
日
曜
日
の
み
の
営
業
な
の

で
、
生
産
量
の
少
な
い
小
規
模
農
家
で

も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
無
理
な
く
気
軽
に

出
荷
で
き
ま
す
。

「
比
和
の
特
産
市
場
」　
　
　
　

会
員
（
出
荷
者
）
に
な
る
に
は
？

　

特
別
の
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
年
会
費　

１
５
０
０
円

●
「
比
和
の
特
産
市
場
」
に
つ
い
て

▼
委
託
販
売
で
す
が
、出
荷
者
（
会
員
）

自
ら
が
交
代
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
直

接
、
買
い
手
の
反
応
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
ひ
と
つ
の
楽
し
み
で
す
。

▼
商
品
の
価
格
は
、
市
場
の
適
正
価
格

ず
ん
ず
ん
、

す
す
む
！

女
性
が
や
れ
ば
ず
ん
ず
ん
す
す
む

女
性
限
定
鳥
獣
被
害
対
策
講
習
会

　
と
き　

11
月
30
日
㈭　

 

13
時 

～

　
と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
（
コ
パ
リ
ホ
ー
ル
）

※
参
加
を
希
望
す
る
方
は
林
業
振
興
課
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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　市教育委員会は、「吾妻山のアカイタヤ」を新たに庄原市天然記
念物に指定するとともに、庄原市天然記念物「比婆山のイチイ群」
の追加指定を行いました。

生涯学習課文化財係　☎0824-73-1189

２
．比
婆
山
の
イ
チ
イ
群

　

イ
チ
イ
は
樹
高
15
～
20
メ
ー
ト
ル
に
達
す

る
常
緑
の
高
木
で
、庭
木
な
ど
に
利
用
さ
れ

る
他
、材
と
し
て
も
価
値
が
高
い
樹
木
で
す
。

日
本
で
は
北
海
道
か
ら
九
州
に
分
布
し
て
い

ま
す
が
、暑
さ
に
弱
い
こ
と
か
ら
西
日
本
で

の
分
布
は
高
標
高
地
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

中
国
山
地
で
は
高
所
に
見
ら
れ
ま
す
が
、

比
婆
山
御
陵
の
頂
上
に
は
ま
れ
に
見
る
群
落

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。当
地
は
イ
ザ
ナ
ミ

を
葬
っ
た
地
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、そ
こ
に

群
生
す
る
イ
チ
イ
は
神
域
の
象
徴
と
し
て
崇

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
背
景
か

ら
、昭
和
43
年
に
、西
城
町
（
当
時
）は
「
比

婆
山
の
イ
チ
イ
群
」と
し
て
天
然
記
念
物
に

指
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、比
婆
山
御
陵
は
西
城
町
と
比
和

町
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、比
和
町
側
に
も
イ

チ
イ
が
存
在
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。平
成
28
年
に
庄
原
市
教
育
委
員
会
と
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
働
に
よ
り
、こ
の
地
域
の

イ
チ
イ
を
再
調
査
し
た
結
果
（
※
１
）、そ
の

詳
細
な
生
育
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
、比
和

町
側
に
も
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
（
※
２
）。

　

比
和
町
側
に
存
在
す
る
イ
チ
イ
群
も
、す

で
に
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
西
城

町
側
の
イ
チ
イ
群
と
同
等
の
価
値
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
を
一
体
の
も
の
と

し
て
保
護
の
万
全
を
図
る
た
め
、追
加
指
定

を
行
い
ま
し
た
。

新指定の

庄原市天然記念物

参
考

※
１
：『
広
報
し
ょ
う
ば
ら　

２
０
１
６
年

８
月
号
』〔
平
成
28
年
、庄
原
市
〕

※
２
：
伊
藤
之
敏
「
比
婆
山
の
イ
チ
イ
群

―
―
神
々
の
依
り
代
と
な
る
神
木
」（『
日
本

誕
生
の
女
神
』〔
平
成
28
年
、庄
原
市
比
婆
山

熊
野
神
社
解
説
本
編
集
委
員
会
編
〕76
～
80

ペ
ー
ジ
）

１
．吾
妻
山
の
ア
カ
イ
タ
ヤ

　

ア
カ
イ
タ
ヤ
は
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
一
種

で
、北
海
道
、本
州
北
部
か
ら
中
国
地
方
に
か

け
て
の
日
本
海
側
の
多
雪
地
帯
に
主
に
分
布

す
る
日
本
固
有
種
（
日
本
の
み
に
分
布
す
る

種
）で
す
。芽
吹
き
時
に
新
芽
や
葉
柄(

よ
う

へ
い)

が
赤
み
を
帯
び
る
こ
と
が
名
前
の
由

来
と
な
っ
て
い
ま
す
。中
国
地
方
で
は
、鳥
取

県
や
島
根
県
の
山
地
に
は
大
木
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、広
島
県
で
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な

い
樹
木
で
す
。

　

こ
の
樹
は
樹
高
約
35
メ
ー
ト
ル
、胸
き
ょ
う
こ
う高

幹か
ん
い囲
（
地
上
か
ら
１
３
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
の
幹
の
大
き
さ
）３
・
６
４
メ
ー
ト
ル

に
達
す
る
巨
樹
で
、地
上
約
２
・
５
メ
ー
ト
ル

で
６
本
の
支
幹
に
分
か
れ
る
壮
大
な
樹
形
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
巨
樹
が
存

在
す
る
こ
と
は
極
め
て
貴
重
で
す
。

　

国
民
宿
舎
吾
妻
山
ロ
ッ
ジ
駐
車
場
の
す
ぐ

脇
に
自
生
し
て
お
り
、容
易
に
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。吾妻山ロッジ

すでに天然記念物に指定されて
いた「比婆山のイチイ群」

アカイタヤ

追加指定された比和町側のイチイ群

★
所在地
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農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
７

　

市
は
、
市
民
の
意
見
を
聴
取
し
市
政
へ
反

映
す
る
た
め
、
広
聴
事
業
と
し
て
「
市
政
懇

談
会
」「
出
前
ト
ー
ク
」「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
」「
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
モ
ニ

タ
ー
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
市
長
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
対

話
す
る
機
会
を
増
や
す
た
め
、
平
成
26
年
度

か
ら
市
長
懇
談
会
「
庄
原
い
ち
ば
ん
談
議
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の「
庄
原
い
ち
ば
ん
談
議
」は
、「
庄

原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
の
施
策
な
ど
に
つ
い

て
懇
談
を
行
い
ま
す
。

■
実
施
期
間　

11
月
15
日
㈬
～
平
成
30
年
１
月
15
日
㈪

（
原
則
、平
日
の
19
時
か
ら
１
時
間
30
分
程
度
）

■
対
象

　

市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
も
し
く
は
通
学

す
る
方
を
含
む
、
お
お
む
ね
10
人
以
上
で
構

成
す
る
団
体
で
、
次
に
掲
げ
る
分
野
に
関
し

て
テ
ー
マ
を
設
け
、
懇
談
を
希
望
す
る
団
体

を
対
象
と
し
ま
す
。

※
自
治
振
興
区
は
別
に
市
政
懇
談
会
を
実
施

す
る
た
め
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

※
宗
教
団
体
お
よ
び
政
党
な
ら
び
に
政
治
活

動
団
体
、
そ
の
他
市
長
が
適
当
で
な
い
と
認

め
る
団
体
は
実
施
対
象
団
体
か
ら
除
き
ま
す
。

※
懇
談
会
の
参
加
人
数
は
お
お
む
ね
10
人
か

ら
30
人
程
度
と
し
ま
す
。

　

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
が
９
月
７
日
か
ら
11
日
ま

で
、
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ

れ
、
全
国
39
道
府
県
か
ら
過
去

最
多
の
５
１
３
頭
が
出
場
し
、

そ
の
優
秀
性
を
競
い
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、
広
島
県
代
表

牛
と
し
て
18
頭
が
出
場
し
、
第

１
区
・
第
３
区
・
第
４
区
・
第

７
区
で
全
国
上
位
と
な
る
優
等

賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
産
地
規

平
成
29
年
度

市
長
懇
談
会
「
庄
原
い
ち
ば
ん
談
議
」

実
施
団
体
を
募
集
し
ま
す

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

■
懇
談
テ
ー
マ

　
「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
の
施
策
な
ど

に
つ
い
て
懇
談
を
行
い
ま
す
。
時
間
的
制
限

が
あ
る
中
で
懇
談
を
深
め
る
た
め
、
懇
談
す

る
テ
ー
マ
は
次
の
３
つ
の
分
野
の
う
ち
１
つ

に
限
り
ま
す
。

①
地
域
産
業
の
い
ち
ば
ん

（
農
業
／
林
業
／
商
工
業
／
６
次
産
業
化
な

ど
）

②
暮
ら
し
の
安
心
の
い
ち
ば
ん

（
保
健
／
医
療
／
福
祉
／
危
機
管
理
／
教
育

／
環
境
な
ど
）

③
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
い
ち
ば
ん

（
定
住
／
観
光
交
流
／
市
民
活
動
／
自
治
振

興
な
ど
）

■
申
し
込
み

　

申
込
書
を
作
成
の
う
え
、
行
政
管
理
課
広

報
統
計
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
各
支
所
総
務
室
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
期
限　

11
月
10
日
㈮　

17
時
必
着

■
実
施
決
定

　

提
言
の
内
容
に
応
じ
、
市
長
が
実
施
団
体

を
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係　
　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
72
‐
３
３
２
２

和
牛
改
良
の
成
果
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
！

模
で
勝
る
九
州
勢
が
上
位
を
独

占
す
る
中
、
広
島
・
庄
原
の
和

牛
の
優
秀
さ
を
示
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、

和
牛
の
能
力
と
斉
一
性
の
向
上

を
目
指
す
も
の
で
す
。
本
市
に

お
い
て
も
、
今
大
会
の
成
果
を

も
と
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
引
き
続
き
和
牛
産
地
の
振

興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

成績一覧
出品区（出品数） 出品者 成績

第１区【若雄】
（22頭）

広島県畜産技術セン
ター
管理者：羽賀　徹

優等賞11席

第２区【若雌の１】
（33頭） 垣内とみこ １等賞11席

第３区【若雌の２】
（32頭） 近藤　丈登 優等賞10席

第４区【系統雌牛群】
（14組56頭<4頭1組>）

見川　　昇

優等賞６席㈱藤谷上川畜産
三谷　美登
中市　圭祐

第５区【繁殖雌牛群】
（18組72頭<4頭1組>）

廣谷　信行

１等賞５席藤山　明春
清水　　充
田平　訓三

第６区【高等登録群】
（17組51頭＜3頭1組＞）

大迫　晴由
１等賞５席大迫　一三

大迫　貴史

第７区【総合評価群】
●種牛群

（16組64頭<4頭1組>）
●肉牛群

（16組48頭<3頭1組>）

広島県立庄原実業高
等学校

優等賞８席大迫　晴由

廣谷　信行
㈱ひば高原 田中牧場

「戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
」の
請
求

商工観光課にぎわい観光係　☎0824-73-1179

　

８
月
31
日
か
ら
９

月
２
日
に
か
け
て
、

大
阪
府
の
興こ
う
こ
く國
高
等

学
校
の
進
学
ア
カ
デ

ミ
ア
コ
ー
ス
の
１
年

生
２
９
４
人
が
、２

泊
３
日
の
宿
泊
研
修

で
庄
原
市
に
滞
在
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
民
泊
体

験
（
８
月
31
日
か
ら

９
月
１
日
ま
で
の
１

泊
）を
は
じ
め
、２
日

間
で
生
徒
が
取
り
組

ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
の
様
子
を
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

初
日
は
市
内
で
民
泊
体
験

　

庄
原
市
に
到
着
し
た
生
徒
た
ち
は
、市

内
の
91
家
庭
に
分
か
れ
て
民
泊
体
験
を
し

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
農
作
業
や

木
工
体
験
な
ど
を
し
て
、民
泊
受
け
入
れ

家
庭
と
交
流
し
な
が
ら
豊
か
な
さ
と
や
ま

の
暮
ら
し
を
堪
能
し
ま
し
た
。夕
食
は
生

徒
と
民
泊
受
け
入
れ
家
庭
の
方
が
一
緒
に

料
理
を
作
り
、み
ん
な
で
食
卓
を
囲
ん
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。地
元
で

採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
お
米
を
使
っ
た
料

理
は
、都
会
で
暮
ら
す
生
徒
た
ち
に
も
大

好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

生
徒
た
ち
が
滞
在
し
た
民
泊
受
け
入
れ

家
庭
か
ら
は
「
男
子
ば
か
り
と
聞
い
て
い

た
の
で
最
初
は
不
安
だ
っ
た
が
、し
っ
か

り
と
働
い
て
く
れ
て
と
て
も
良
か
っ
た
」

「
と
て
も
良
い
子
た
ち
で
一
緒
に
過
ご
し

て
楽
し
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
、生

徒
と
の
交
流
が
地
域
住
民
の
元
気
作
り
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、

戦
没
者
等
の
遺
族
で
、
そ
の
戦
没
者
等
に
係
る

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
を
有

す
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
特
別

弔
慰
金
を
受
給
す
る
に
は
、
請
求
手
続
き
が
必

要
で
す
。

※
平
成
27
年
４
月
１
日
以
前
に
特
別
弔
慰
金
を

受
給
し
て
い
た
方
も
、
改
め
て
請
求
手
続
き
が
必

要
で
す
。
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
亡
く
な
っ

た
方
に
つ
い
て
は
、
相
続
人
が
請
求
で
き
ま
す
。

対
象
者　

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
次
の

順
番
で
上
位
の
方
１
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の 

①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
が
あ
る

な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４
．
右
記
１
～
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族
（
お
い
、
め
い
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
生
計
関
係
が
あ
っ
た
方
に
限
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑　

②
請
求
書
な
ど
の
申
請
書
類
お
よ
び

戸
籍
な
ど
添
付
書
類
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

請
求
期
間　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

請
求
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室

２
日
目
は
市
内
各
地
で　
　
　
　
　

地
域
貢
献
や
交
流
活
動

　

民
泊
体
験
を
終
え
た
生
徒
は
、市
内
の

各
地
域
に
分
か
れ
て
地
域
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。東
城
町
に
あ
る
登
録
有
形
文

化
財
「
ヤ
マ
モ
ト
ロ
ッ
ク
マ
シ
ン
旧
自
治

寮
」の
保
存
活
動
や
県
立
広
島
大
学
で
学

生
と
一
緒
に
す
る
地
域
貢
献
活
動
に
関
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、西
城
紫
水
高
等
学

校
の
生
徒
と
の
交
流
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

高
校
生
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
山
市
長
や
住
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

２
日
目
に
は
生
徒
が
市
内
各
地
を
訪
問

し
、取
材
を
し
ま
し
た
。こ
れ
は
生
徒
が

庄
原
市
の
Ｐ
Ｒ
記
事
を
編
集
・
作
成
す
る

た
め
の
も
の
で
、木
山
市
長
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
他
に
、市
内
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
や
カ
フ
ェ
、民
泊
体
験
の
様
子
を
取

材
し
ま
し
た
。取
材
内
容
は
今
後
『
る
る

ぶ
特
別
編
集　

庄
原
市
』（
仮
称
）に
掲
載

さ
れ
る
予
定
で
す
。

民
泊
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
中
で
す

　

市
で
は
民
泊
体
験
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
け
る
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。皆

さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
心
温
ま

る
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

民
泊
登
録
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

庄
原
市
さ
と
や
ま
体
験
交
流
協
議
会
事

務
局
（
庄
原
市
観
光
協
会
）

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

大阪府の男子高校生が
庄原市に民泊しました！

ヤマモトロックマシン

で修復作業をお手伝い

久保善博鍛錬道場で日本刀について学ぶ

木山市長にインタビュー

夕食は地元でとれた野菜

を使って一緒に料理！

野菜収穫体験
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消
防
職
員
を
名
乗
る
不
審
電
話
に

ご
注
意
を
！

　

備
北
地
区
消
防
組
合
管
内
で
、
消

防
職
員
を
名
乗
る
人
物
か
ら
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
と
の
情
報
が
４
件
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
全
国
各
地
で

も
同
様
の
不
審
な
電
話
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

消
防
署
は
、
防
火
・
防
災
グ
ッ
ズ

の
無
料
配
布
や
、
消
火
器
や
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
販
売
・
点
検
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
目

的
で
住
所
、
氏
名
、
世
帯
情
報
な
ど

の
個
人
情
報
を
、
電
話
で
尋
ね
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

不
審
な
電
話
の
事
例

▼
「
消
防
署
か
ら
防
災
グ
ッ
ズ

を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
」
と

い
う
内
容
。

▼
「
防
災
関
係
の
調
査
で
お
聞

き
し
た
い
の
で
す
が
、
現
在
一

人
暮
ら
し
で
す
か
？
」
と
い
う

内
容
。

不
審
な
電
話
だ
と
感
じ
た
ら

　

氏
名
や
住
所
、
世
帯
状
況
な
ど
の

個
人
情
報
を
質
問
さ
れ
て
も
絶
対
に

答
え
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
く

だ
さ
い
。

★
消
防
職
員
を
名
乗
る
不
審
な
電
話

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
最
寄
り

の
消
防
署
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

～
よ
く
あ
る
質
問
を
紹
介
し
ま
す
～

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

お
墓 

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ Ａ

ＡＡ

ＡＡ

お
墓
を
つ
く
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

で
す
か
？

市
へ
申
請
が
必
要
で
す
。書
類
と
現
地

を
確
認
し
た
上
で
、許
可
証
を
発
行
し

ま
す
。

お
墓
を
新
し
く
つ
く
る
の
で
は
な
く

て
、今
あ
る
墓
石
ご
と
自
分
の
土
地
に

持
っ
て
い
き
た
い
の
で
す
が
？

既
存
の
墓
石
を
移
動
す
る
場
合
で
も
、

今
ま
で
墓
地
で
は
な
か
っ
た
場
所
に

設
置
す
る
の
で
あ
れ
ば
申
請
が
必
要

で
す
。

自
分
の
土
地
で
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

お
墓
が
安
定
し
て
設
置
で
き
る
場
所

な
ど
環
境
に
配
慮
し
て
つ
く
り
ま
す
。

ま
た
周
囲
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
住
民

に
お
墓
を
設
置
す
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
墓
を
つ
く
る
許
可
が
下
り
る
ま

で
、ど
の
く
ら
い
時
間
が
か
か
り
ま
す

か
？　

　
　書

類
や
現
地
確
認
で
問
題
が
な
け
れ

ば
一
週
間
程
度
で
許
可
証
を
発
行
し

ま
す
。た
だ
し
、土
地
が
田
や
畑
の
場

合
は
、農
業
委
員
会
へ
の
手
続
き
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
墓
は
つ
く
ら
な
い
の
で
す
が
、遺
骨

だ
け
別
の
お
墓
に
移
動
し
た
い
の
で

す
が
？

　
遺
骨
を
別
の
お
墓
に
移
す
場
合
は
、改

葬
と
い
う
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。こ
ち
ら
は
書
類
に
不
備
が
な
け
れ

ば
、即
日
許
可
証
を
発
行
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
市
民
生
活
課
市
民
生
活

係
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４
）ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

３つの
約束を守ってね
●保守点検 ●清掃

●法定検査

浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を

　

浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
や
台
所
な
ど
か
ら
出

る
排
水
を
微
生
物
の
働
き
に
よ
り
き
れ
い
に

し
、
川
や
海
に
放
流
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、適
正
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、

悪
臭
の
発
生
や
環
境
汚
染
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
維
持
し
、
き

れ
い
な
水
環
境
を
守
る
た
め
に
、
浄
化
槽
管

理
者
は
、保
守
点
検
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）、清
掃
、

法
定
検
査
を
行
う
よ
う
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
や
修
理
、
消
毒
剤

の
補
充
を
行
い
ま
す
。

②
清
掃

　

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な
ど
の
引
き

抜
き
や
調
整
、
機
器
類
の
洗
浄
を
行
い
ま
す
。

③
法
定
検
査

　

浄
化
槽
の
使
用
開
始
か
ら
３
～
８
カ
月
の

間
に
１
回
、
そ
の
後
は
１
年
に
１
回
、
広
島
県

が
指
定
し
た
検
査
機
関
に
よ
る
法
定
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

法
定
検
査
で
は
、
外
観
検
査
、
水
質
検
査
、

書
類
検
査
を
行
い
、
機
能
が
正
常
に
維
持
さ

れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。
浄
化
槽
が
き

ち
ん
と
機
能
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に

も
、
必
ず
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
管
理
者
の
変
更
や
浄
化
槽
の
廃
止
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
下
水
道
課
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
室
・
産
業
建
設
室
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
管
理
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
５

～
10
月
は
浄
化
槽
月
間
で
す
～

管
財
課
情
報
政
策
係　
　
　

☎
０
８
２
４‐73‐１
１
１
３

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係　

☎
０
８
２
４‐73‐１
１
５
９

オ
フ
ト
ー
ク
放
送
を
終
了
し
ま
す

光エリア拡大中！

　

平
成
29
年
度
中
に
、庄
原
地
域
、西
城
地

域
、東
城
地
域
で
「
住
民
告
知
放
送
」が
利

用
可
能
に
な
り
ま
す
が
、こ
れ
に
伴
い
平

成
30
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
西
城
地
域
お

よ
び
東
城
地
域
の
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
を
終

了
し
ま
す
。平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

オ
フ
ト
ー
ク
放
送
施
設
が
自
宅
・
事
業
所

な
ど
に
あ
る
場
合
で
も
、オ
フ
ト
ー
ク
放

送
は
聞
け
な
く
な
り
ま
す
。

　

西
城
地
域
、東
城
地
域
の
方
で
、ま
だ
オ

フ
ト
ー
ク
の
端
末
か
ら
住
民
告
知
端
末
へ

の
付
け
替
え
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、お

早
め
に
住
民
告
知
端
末
の
お
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
か
ら
付
け
替
え
ま
で
数
カ
月

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、申
請
手
続
き
は
、各
支
所
総
務
室

ま
た
は
行
政
管
理
課
、管
財
課
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

住
民
告
知
端
末
を
設
置
す
る
と
で
き
る
こ
と

❶ 

災
害
時
な
ど
の
緊
急
情
報
を
い
ち
早

く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❷ 

朝
・
夜
の
定
時
放
送
で
市
か
ら
の
行

政
情
報
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
30
年
３
月
31
日
で

終
了
し
ま
す
！

❸ 

住
民
告
知
端
末
が
接
続
さ
れ
た
電
話

同
士
で
は
、特
番
を
つ
け
て
か
け
る
と
無

料
で
通
話
が
で
き
ま
す
。

❹ 

自
治
振
興
区
や
自
治
会
か
ら
、地
域
に

放
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❺ 

ラ
ジ
オ
放
送
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
、中
国
放

送
）を
雑
音
な
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
可
能

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
方
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
が
提
供
す
る
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、高
速
で
大
容
量
の

情
報
を
送
受
信
で
き
ま
す
。

使
用
申
請
の
流
れ

❶
使
用
申
請
書
を
市
に
提
出

❷
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
調
整
連
絡

　

申
請
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
中
国
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
０
０
‐

２
０
０
‐
３
４
９
９
）
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
確
認
や
工
事
日
・
工
事
内
容
の
決

定
の
た
め
、
２
回
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま

す
。

❸
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
工
事（
サ
ー
ビ
ス
開
始
）

⬅⬅
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９
月
14
日
、
県
内
有
数
の
観
光
地
で
あ
る

国
定
公
園
帝
釈
峡
の
充
実
を
目
指
し
、
庄
原

市
や
神
石
高
原
町
、
東
城
町
商
工
会
や
帝
釈

峡
観
光
協
会
、
帝
釈
観
光
振
興
協
議
会
な
ど

の
関
係
10
団
体
が
連
携
し
た
「
帝
釈
峡
い
ち

ば
ん
愛
す
る
会
」
を
組
織
し
、
そ
の
設
立
委

員
会
を
市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
愛
す
る
会
」
の
会
長
に
は
帝
釈
峡
観
光

協
会
の
谷た

に

壯そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
委
員

か
ら
は
、「
現
在
の
遊
歩
道
の
迂
回
路
は
、

急
峻
な
山
道
で
景
観
も
悪
く
一
般
観
光
客
か

ら
苦
情
を
受
け
て
い
る
」「
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
る
区
間
の
早
期
復
旧
を
」「
具
体
的
な

事
業
計
画
を
示
す
こ
と
も
重
要
で
は
」
な
ど

の
意
見
も
出
さ
れ
、
活
動
方
針
を
「
遊
歩
道

の
全
面
開
通
」
と
「
神
龍
湖
の
環
境
保
全
・

水
質
改
善
」
に
絞
り
、
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
年
内
に
も
、
遊
歩
道
や
神
龍
湖
の
管

理
者
で
あ
る
広
島
県
や
中
国
電
力
株
式
会
社

に
、
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

９
月
５
日
、
庄
原
市
地
域
ケ
ア
推
進
会
議

か
ら
「
庄
原
市
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
・
充
実
に
向
け
た
提
言
書
」

が
木
山
耕
三
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

庄
原
市
地
域
ケ
ア
推
進
会
議
は
、
地
域
・

医
療
・
介
護
の
関
係
機
関
・
関
係
団
体
な
ど

で
構
成
す
る
会
議
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
・
充
実
に
向
け
た
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
提
言
は
、「
地
域
で
の
見
守
り
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
」「
認
知
症
の
人
を
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
な
ど
９
項
目
で
、
高

齢
者
が
在
宅
で
生
活
す
る
た
め
に
「
優
先
的

に
取
り
組
む
課
題
」
の
解
決
に
向
け
、
関
係

機
関
・
関
係
団
体
と
市
が
連
携
し
て
進
め
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
提
言
を
現
在
策
定
中
の
第

７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
に
反
映
さ
せ
、
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が

い
を
感
じ
な
が
ら
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
　 

総
領
町
下
領
家
71

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
２
７
０
１
（
総
領

保
育
所
内
）

携
帯
０
９
０
‐
３
６
３
４
‐
０
３
５
３

メ
ー
ル　

cocco.2701@
ezw

eb.ne.jp

開
所
日　

毎
週
火
曜
日
、金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）

９
時
～
12
時
／
13
時
～
15
時

※
行
事
な
ど
に
よ
る
曜
日
変
更
あ
り

子育て通信子育て通信

あそびっ子あそびっ子
児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

母子保健母子保健母子保健
コーナー

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

　

子
育
て
や
家
事
に
追
わ
れ
、
子
育
て

が
つ
ら
く
感
じ
た
り
、
つ
い
イ
ラ
イ
ラ

し
て
怒
っ
て
し
ま
う
自
分
を
「
ど
う
し

て
？
」
と
責
め
た
り
、
人
と
比
べ
て
悩

ん
だ
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
「
子
ど
も
の
自
尊
感
情
や
肯
定
感
を

育
て
よ
う
！
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

マ
マ
や
パ
パ
を
は
じ
め
と
す
る
、
子
ど

も
に
関
わ
る
大
人
自
身
の
自
尊
感
情
や

肯
定
感
も
大
切
で
す
。

子
育
て
で
大
事
に
し
た
い

「
親
の
自
己
肯
定
感
」

自
分
の
中
に
あ
る
　
　
　
　
　
　

い
い
と
こ
ろ
に
気
づ
き
ま
し
ょ
う

　

人
に
も
物
事
に
も
、
プ
ラ
ス
の
面
が

あ
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
の
面
も
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
の
面
を
も
っ
と
褒
め
て
み
ま

し
ょ
う
。「
今
あ
る
い
い
と
こ
ろ
」
は

た
く
さ
ん
褒
め
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
誰
か
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
る
自
分
を「
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
ね
」

と
認
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
毎
日
の
家

事
や
育
児
、
仕
事
な
ど
で
誰
か
の
た
め

に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
は
ず
で
す
。
当
た
り
前
と
思
う
こ
と

こ
そ
認
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
自
分
の
マ
イ
ナ
ス
の
面
に
つ
い
て

も
、
自
分
の
個
性
や
不
完
全
さ
を
受
け

入
れ
「
許
す
」
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

子
ど
も
に
関
わ
る
大
人
自
身
の
自
尊

感
情
や
肯
定
感
が
、
子
ど
も
に
も
安
心

と
幸
せ
を
与
え
ま
す
。

遊歩道の復旧と神龍湖の環境保全に取り組む
「帝釈峡いちばん愛する会」を設立

東城支所

住み慣れた地域で自分らしく暮らしていくために
庄原市における地域包括ケアシステムの構築・充実に向けた提言書提出

地域包括
支援課

総
領
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

総
領
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、総

領
保
育
所
内
に
あ
り
、い
つ
で
も
園
児

と
触
れ
合
え
た
り
、保
育
士
な
ど
と
話

が
で
き
た
り
し
ま
す
。ま
た
、保
育
所
行

事
に
も
参
加
し
、入
園
時
に
は
子
ど
も

た
ち
も
慣
れ
て
い
て
ス
ム
ー
ズ
に
、そ

し
て
安
心
し
て
保
育
所
生
活
が
ス
タ
ー

ト
で
き
て
い
ま
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
、子

ど
も
の
身
体
計
測
や
発
育
相
談
を
行

う
「
子
育
て
相
談
」や
、お
母
さ
ん
た
ち

み
ん
な
で
献
立
を
立
て
て
料
理
を
作

る
「
あ
い
あ
い
ク
ッ
ク
」、子
育
て
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
、話
し
合
う
「
子
育

て
学
習
」な
ど
を
毎
月
行
い
、楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
や
他
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
不
要
で
す
の
で
、子
育
て
、

孫
育
て
、帰
省
し
て
い
る
方
な
ど
、ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、子
育
て
家
庭
や

地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽

に
集
い
交
流
で
き
る
場

で
す
。子
育
て
に
関
す

る
相
談
・
子
育
て
情
報

の
提
供
・
子
育
て
家
庭

の
友
だ
ち
作
り
や
交
流

の
場
の
提
供
、子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
活
動
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、総
領
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
紹

介
し
ま
す
。

設立委員会の様子

市長に提言書を手渡す推進会議の毛利昭生会長

　

庄
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
や
観
光
客
に
地

域
の
魅
力
を
紹
介
し
て
も
ら
う
文
化
財
ガ
イ
ド
の
養

成
講
座
を
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
で
７
期
目
と
な
り

ま
す
。
庄
原
市
観
光
協
会
の
「
庄
原
や
ま
な
み
ガ
イ

ド
養
成
講
座
」と
共
同
で
開
催
し
た
今
回
の
講
座
で
は
、

比
婆
い
ざ
な
み
街
道
沿
線
に
あ
り
、
熊
野
神
社
と
同

じ
く
比
婆
山
御
陵
の
遥よ

う
は
い
じ
ょ

拝
所
で
あ
る
比
婆
山
神
社
と

そ
の
関
連
文
化
財
群
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

　

書
籍
「
日
本
誕
生
の
女
神
」
の
執
筆
者
で
も
あ
る

清し
み
ず水
正ま

さ
ひ
ろ弘
さ
ん
（
健
康
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
所
代
表
）

と
川か

わ
し
ま島
芙ふ

み

こ

美
子
さ
ん
（
風
土
記
を
尋
ね
る
会
代
表
）

を
講
師
に
迎
え
、
歩
き
方
や
話
し
方
な
ど
の
ガ
イ
ド

の
コ
ツ
、
奥
深
い
比
婆
山
信
仰
や
古
事
記
の
世
界
に
つ

い
て
、
実
際
に
現
地
を
歩
き
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
と
な
る
第
４
回
目
の
講
座
は
９
月
24
日
に
開

催
し
、杉
神
社
（
高
野
町
）
や
比
婆
山
神
社
（
比
和
町
）

な
ど
を
巡
り
な
が
ら
、
観
光
協
会
の
熊く

ま
も
と本
洋ひ

ろ
み
ち道
さ
ん

の
指
導
の
下
で
受
講
生
が
実
際
に
ガ
イ
ド
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
の
講
座
で
は
５
人
が
ガ
イ
ド
と
し
て
登
録

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

比婆山神社の前で行われた講座の様子

生涯
学習課

地域の魅力紹介のガイドを育成
ガイド養成講座
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９
月
７
日
、
備
北
丘
陵
公
園
北

エ
リ
ア
運
営
協
議
会
は
、
国
営
備

北
丘
陵
公
園
北
エ
リ
ア
の
愛
称
に

『
里
山
の
駅
庄
原　

ふ
ら
り
』
を
選

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
愛
称
は
、
７
月
３
日
か
ら

31
日
ま
で
の
間
で
募
集
し
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
57
点
の
応
募
作
品

の
中
か
ら
、
多
く
の
人
が
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
施
設
に
と

の
願
い
を
込
め
て
応
募
さ
れ
た
「
ふ

ら
り
」
を
選
定
し
、
庄
原
の
イ
メ
ー

ジ
に
近
い
「
里
山
」
と
多
く
の
人
々

が
集
う
「
駅
」、
施
設
の
設
置
場
所

で
あ
る
「
庄
原
」
を
組
み
合
わ
せ

て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
の
藤ふ

じ
た
に谷
則の

り
お夫
会
長
は

「
こ
の
愛
称
が
広
く
浸
透
し
、
多
く

の
方
々
が
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
と
な
る
よ
う
、
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

○
国
営
備
北
丘
陵
公
園
北
エ
リ
ア

で
の
社
会
実
験
事
業
の
ス
タ
ー
ト

を
延
期

　

本
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
予

定
し
て
い
た
国
営
備
北
丘
陵
公
園

北
エ
リ
ア
で
の
社
会
実
験
事
業
を

延
期
し
ま
す
。

　

①
収
益
施
設
３
施
設
の
出
店
者

を
募
集
し
ま
し
た
が
、
２
施
設
に

つ
い
て
応
募
が
な
か
っ
た
こ
と
、
②

応
募
の
あ
っ
た
１
施
設
に
つ
い
て

熱心に話を聞く求職者

商工
観光課

『里山の駅庄原　ふらり』に決定！
～国営備北丘陵公園北エリアの愛称を選定～

　

９
月
10
日
、
安
芸
郡
府
中
町
の
イ

オ
ン
モ
ー
ル
広
島
府
中
で
「
し
ょ
う

ば
ら
移
住
・
定
住
フ
ェ
ア
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

移
住
者
を
呼
び
込
む
こ
と
を
目
的

に
行
う
フ
ェ
ア
と
し
て
は
、
本
市
単
独

で
開
催
す
る
の
は
初
め
て
。
今
回
は

移
住
希
望
者
か
ら
特
に
問
い
合
わ
せ

の
多
い
「
住
ま
い
」「
仕
事
」「
子
育
て
」

に
関
す
る
情
報
を
即
時
に
得
て
も
ら

え
る
よ
う
、
関
連
す
る
部
署
と
共
に

本
市
へ
の
移
住
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

当
日
は
移
住
相
談
を
受
け
る
と
と

も
に
、
本
市
へ
の
移
住
に
関
す
る
意

向
調
査
を
実
施
。
回
答
し
た
先
着

１
０
０
人
の
方
に
高
野
町
産
の
大
根

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ほ
か
、
道
の
駅

た
か
の
に
よ
る
庄
原
産
品
の
販
売
や
、

ヒ
バ
ゴ
ン
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

塗
り
絵
や
絵
は
が
き
を
楽
し
め
る
子

ど
も
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、

多
く
の
家
族
連
れ
に
本
市
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
庄
原
暮
ら

し
に
関
心
を
持
つ
方
が
一
定
数
い
る
一

方
で
、
利
便
性
や
就
業
な
ど
に
不
安

を
持
つ
方
が
比
較
的
多
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
当
日
伺
っ
た
意
見
や

意
向
調
査
の
結
果
は
、
今
後
の
定
住

の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い
く
と
と

も
に
、
来
場
者
の
中
か
ら
本
市
へ
の

移
住
が
実
現
す
る
よ
う
、
今
後
も
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

移住相談を行う来場者ヒバゴン登場に沸く会場

いちばん
づくり課

オール庄原で移住者を呼び込み
「しょうばら移住・定住フェア」を開催！

　

市
は
８
月
28
日
、
独
立
行
政
法
人
住
宅
金

融
支
援
機
構
と
「
フ
ラ
ッ
ト
35
地
域
活
性
化

型
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
市
が
転
入
者
に
住
宅
取
得

の
費
用
を
補
助
す
る
「
転
入
定
住
者
住
宅
取

得
及
び
改
修
支
援
事
業
」
を
利
用
す
る
方

が
、
市
内
で
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
す
る

際
に
、
同
機
構
が
金
融
機
関
と
提
携
し
て
取

り
扱
う
長
期
固
定
型
住
宅
ロ
ー
ン
「
フ
ラ
ッ

ト
35
（
最
長
35
年
ロ
ー
ン
）」
を
利
用
し
た

場
合
、
ロ
ー
ン
の
利
率
が
当
初
５
年
間
、
０
・

２
５
パ
ー
セ
ン
ト
下
が
る
と
い
う
も
の
で
、

転
入
希
望
者
の
住
宅
取
得
を
後
押
し
す
る
こ

と
で
、
転
入
定
住
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

同
日
、
市
役
所
で
協
定
書
交
換
式
が
行
わ

れ
、
木
山
耕
三
市
長
と
同
機
構
中
国
支
店
の

佐さ

の野
泰た

い
き樹
支
店
長
が
協
定
書
を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。

　

木
山
市
長
は
「
人
口
減
少
は
市
の
最
重
要

課
題
。
こ
の
協
定
が
課
題
改
善
の
契
機
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
佐
野
支
店
長
は

「
庄
原
市
の
転
入
者
増
に
少
し
で
も
力
に
な

れ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

転入定住者の住宅取得を後押し
住宅金融支援機構とフラット35地域活性化型に関する協定を締結

いちばん
づくり課

協定書を取り交わし笑顔で握手する
木山市長と佐野支店長

　

市
と
三
次
公
共
職
業
安
定
所

庄
原
出
張
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
庄

原
）
は
「
庄
原
市
合
同
就
職
面
接

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
庄
原
市

の
人
手
不
足
解
消
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
昨
年
度
か
ら
東
城
地
域
で
も

開
催
し
て
お
り
、
８
月
11
日
の
庄

原
市
役
所
東
城
支
所
と
８
月
19
日

庄原市で働こう！
庄原市合同就職面接会 in 東城、in 庄原

商工
観光課

の
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
２
会
場
合
わ

せ
て
求
職
者
32
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
来
場
者

数
人
が
グ
ル
ー
プ
に
な

り
、
各
企
業
の
ブ
ー
ス

を
巡
っ
て
説
明
を
受
け

る
「
ブ
ー
ス
ツ
ア
ー
」

と
い
う
新
た
な
取
り
組

み
も
行
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
各

ブ
ー
ス
で
担
当
の
方
と

話
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

「
も
っ
と
参
加
企
業
が
多

い
と
良
い
」
と
い
っ
た

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
、
が
ん
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
が
ん
検
診
の
受
診
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
平
成
29
年
度
庄
原
市
が
ん
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
が
ん
を
経
験
し
広
く
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
タ
レ
ン
ト
の
山
田

邦
子
さ
ん
が
、「
大
丈
夫
だ
よ
、
が
ん
ば
ろ

う
！
」
と
題
し
、
が
ん
手
術
の
体
験
や
免

疫
力
向
上
の
方
法
に
つ
い
て
軽
妙
に
話
し

観
客
と
歌
っ
た
ほ
か
、
最
後
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。
山
田
邦
子
さ
ん

は
10
年
前
に
乳
が
ん
を
発
症
し
て
か
ら
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
を
行
い
免
疫
力
の
向

上
を
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
乳
が
ん
の
早
期
発

見
・
早
期
診
断
・
早
期
治
療
の
大
切
さ
を

広
く
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
る
ブ
レ
ス
ト

ケ
ア
・
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
in

庄
原
、
in
東
城
実
行
委
員
会
が
、
謝
辞
を

がん検診を受けましょう
平成 29 年度庄原市がん講演会の開催

保健
医療課

観客に３部合唱をさせるため席に下りて歌唱指導

軽妙なトークと多彩な表情に会場の笑いは絶えなかった

里山の駅庄原　ふらり（エントランスセンター国兼）

実行委員会を代表し佐藤浩子さん（左・庄原）と
小田惠子さん（右・東城）から花束を贈呈

述
べ
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

一
生
の
う
ち
に
「
が
ん
」
と
診
断
さ
れ
る

人
は
、約
２
人
に
１
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

禁
煙
や
良
好
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、

が
ん
に
な
り
に
く
い
体
づ
く
り
を
す
る
と

と
も
に
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め

に
が
ん
検
診
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

も
不
採
択
と
な
っ
た
こ
と
―
な
ど

か
ら
、
予
定
し
て
い
た
10
月
中
旬

の
事
業
ス
タ
ー
ト
を
断
念
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
収
益
施
設
に
つ
い
て
再

公
募
を
行
っ
て
お
り
、
来
年
３
月

下
旬
の
事
業
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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保育園児とお年寄りの交流 博物館×水族館 連携イベント汗を流して地域が一つに 迅速かつ的確な操法を披露
　東城町八幡地域で交流会・8/24・29 　公開講座・比和8/19・宮島9/2　ソフトバレーボールリーグ戦・8/24・28 　平成29年度広島県消防ポンプ操法競技大会・9/2

東城町八幡のぽんぽこ山保育園で、園児と地域の健
康増進サークル「飯山にこにこフィットネス」の参加
者による交流会が行われました。この交流会は、世代
間交流と参加者の健康増進などを目的に、毎月開催さ
れています。

この交流会では音楽療法士を講師に迎え、一緒に
なって遊んだり、楽器の演奏を楽しんだりしました。
また、誕生日会も一緒に行い、祝ってもらった園児は
大変喜んでいました。

同保育園の竹
たけがわ

川順
じゅんこ

子園長は ｢この交流を通してお年寄
りは園児から元気をもらい、園児はお年寄りと触れ合う
ことでさまざまなことを感じ取って学んでいて、お互い
に良い影響を与え合えていると思う｣ と話していました。

比和自然科学博物館は、クジラの化石の展示など、
昔は中国山地が海だったことを伝える一環として、宮
島水族館との連携イベントを行いました。比和自然科
学博物館では、宮島水族館スタッフによる干潟の生き
もののふれあい体験を、宮島水族館では、比和自然科
学博物館スタッフによる化石発掘体験を行いました。

比和自然科学博物館で行った講座には 170 人が参
加し、宮島水族館で行った講座も早期に募集定員に到
達するなど、両講座ともに大盛況で、参加者はそれぞ
れ普段できない体験を楽しんでいました。

比和自然科学博物館で行った講座の参加者は「なじ
みのない干潟の生きものに触れることができ楽しかっ
た」と話していました。

庄原市体育協会（高野支部）などが主催する第19 回
地域ふれあいソフトバレーボールリーグ戦が高野小学
校体育館などで開催されました。

13 チーム138 人が二つの部門に分かれて参加し、決
勝トーナメントでは見事に下

し も ゆ か わ

湯川チームと和
わ な ん ば ら

南原チー
ムが優勝しました。会場内は夏の体育館とあってうだる
ような暑さでしたが、どの選手も暑さに負けず好プレー
を続出していました。

参加した井
い の も と

ノ本勝
か つ ひ こ

彦さんは「高野に移住したばかり
で知り合いが少なかったが、ソフトバレーを通じて知り
合いが増えた。地域が一体となって繰り広げた熱い戦い
に参加できてうれしい」と話していました。

「平成29 年度広島県消防ポンプ操法競技大会（小型
ポンプの部）」が広島県消防学校で開催され、庄原市消
防団を代表し庄原方面隊が出場しました。

庄原方面隊の選手は、多くの観客のほか、応援に駆
けつけた庄原市消防団員約150 人と選手を支えた家
族が見つめる中、連日の厳しい訓練によって培われた
チームワークと、迅速かつ的確な操法を披露し、出場
23 チーム中13 位の成績を残しました。

操法終了後、庄原市消防団の岡
お か は ら

原恭
や す あ き

昭団長は選手に
対し「上位入賞はならなかったが、庄原市消防団とし
て立派な操法だった。今回の経験を生かし、消防団をけ
ん引する人材になってもらいたい」と激励の言葉を掛
けました。

地域の歴史を後世に伝えるために 全国に向け力走夏休みの成果を発表 大自然の中での熱き戦い
　口和自治振興区「郷土史講座」・9/6 　全国小学生クロスカントリー研修大会広島県予選会・9/23　総領放課後子供教室夏休み発表会・8/30 　ひろしまクロスカントリー大会・8/19

　口和自治振興センターで、郷土史講座が開催され、
27 人が参加しました。この講座は、広島県埋蔵文化
財調査室の山

や ま だ

田繁
し げ き

樹さんを講師に迎え、「知られざる
口和の歴史に触れる！」と題して行われ、参加者は遺
跡の発掘調査で判明した口和地域の旧石器時代から古
墳時代の歴史について学びました。
　口和自治振興区は、口和地域の歴史を後世に伝えて
いくことを目的に、「くちわ文化財マップ」を作成し
ています。同自治振興区の清

し み ず

水孝
た か き よ

清事務局長は「今回
の講座で学んだことを生かして、分かりやすいマップ
を完成させ、歴史学習や観光紹介など多くの現場で活
用していきたい」と話していました。

　道後山高原クロカンパークで、第 20 回全国小学生
クロスカントリー研修大会広島県予選会が広島陸上競
技会主催で開催されました。この大会は、小学５・６
年生８人（男女各４人）から構成されるクラブチーム
の各選手が、1.5 キロメートルのコースを走り、チーム
上位の選手３人の記録の合計で順位が決定されます。
　当日は、天候にも恵まれ澄み切った秋空のなか、参
加者は芝生のコースを全力で駆け抜けました。福山市
から大会に参加した児童は「緊張したけど楽しかった。
また、来年チャレンジしたい」と話していました。

総領自治振興センターで、総領自治振興区主催の総
領放課後子供教室夏休み発表会が行われ、地域住民
25 人が参加しました。

同教室の児童 31 人は夏休みの期間中、栄養の学習
や弁当作り、やじろべえの工作など、さまざまな体験
活動を行ってきました。

この日は、活動の成果として、体操・なわとび・俳
句・ダンスや、戦争のない平和な世界を願った平和メッ
セージなどを発表しました。また、地域の方々と一緒に、
ペットボトルを使った手作りのカスタネットを鳴らし
ながら「それ行けカープ」を歌うなど、児童たちにとっ
て、地域住民との貴重な交流の機会にもなりました。

道後山高原クロカンパークで、第18 回ひろしまクロ
スカントリー大会が開催されました。

西城バレーボールスポーツ少年団の黒
く ろ だ

田さくらさん
と迫

さ こ

想
そ な の

菜乃さんの元気はつらつとした選手宣誓で幕開
けし、北は茨城県から南は熊本県までの、１歳から86
歳の選手2,003 人が出場し、健脚を競いました。

４部門で大会新記録が出るなど熱戦が展開される
中、多くの声援が上がっていました。

その他、参加者は広島県実業団招待選手のサイン会
やお楽しみ抽選会などで交流を深めていました。

▲誕生日会の様子 ▲比和会場の様子▲宮島会場の様子▲好プレーが続出 ▲訓練の成果を発揮

№6 №2

№８ №7 №3№4

№1

▲参加者は口和地域の歴史について学んだ ▲芝生のコースを全力で駆け抜けた▲夏休みの成果を堂々と発表した ▲選手はスタートの合図で一斉に駆け出した

№5
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各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 11月16日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 11月9日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 11月７日㈫・21日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572東城 11月２日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

総領 11月８日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 11月16日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 11月16日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 11月８日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 11月17日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による無

料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 10月27日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」11月７日㈫・21日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課高齢者福祉係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
11月２日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
10月24日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 肢体 11月16日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

エ イ ズ 検
査 ・ 相 談

10月26日㈭、11月30日㈭
13時～14時30分 広島県北部保健所

（広島県三次庁舎第3庁舎）
三次市十日市東４-６-１

事前予約が必要。検査
は無料・匿名で受けら
れます。エイズ相談は
随時受けられます。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181

（内線3342・3343）
心の健康相談 10月17日㈫、11月21日㈫

13時～14時30分
精神科医師による無
料相談。事前予約が必
要。

相 続 税・
贈 与 税・
譲 渡 所 得 の
相 談

原則各月第３金曜日
10時～15時30分
日時が変更される場合あり

庄原税務署

要電話予約。
国税局電話相談セン
ター（☎0824-72-1001
へ→音声案内に従い

「１」を選択）もご利用
ください。

庄原税務署調査部門
☎0824-72-0464（直通）

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談を

あなたの相談をお受けします
※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 11月６日㈪・20日㈪９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 11月14日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

広報しょうばら／ 2017.10　18 19　2017.10 ／広報しょうばら
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催　
　

し

イ
ベ
ン
ト

西
城
ふ
る
さ
と
祭
・　
　
　

西
城
超
元
気
農
産
物
フ
ェ
ス
タ

　

各
種
団
体
の
神
楽
の
公
演
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
、
西
城
の
産

品
を
使
っ
た
丼
グ
ラ
ン
プ
リ
「
Ｄ

‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」、
豪
華
景
品
が

当
た
る
餅
ま
き
な
ど
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ま
た
、「
西
城
超
元
気
農
産
物
フ
ェ

ス
タ
」
も
同
時
開
催
し
、
西
城
の

お
い
し
い
農
産
物
の
競
り
売
り
も

行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
15
日
㈰

９
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
西
城
球
技
場
ほ
か

問
い
合
わ
せ

西
城
ふ
る
さ
と
祭
実
行
委
員
会

（
庄
原
市
西
城
支
所
地
域
振
興
室
内
）

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
１
８
１

西
城
超
元
気
農
産
物
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
（
西
城
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
１
７
５

ふ
れ
あ
い
東
城
ま
つ
り

　

東
城
の
秋
を
楽
し
む
祭
り
で

す
。
初
日
は
地
域
の
方
や
団
体
が

芸
能
な
ど
を
披
露
す
る
「
ふ
れ
あ

い
ス
テ
ー
ジ
」
を
開
催
。
２
日
目

は
特
産
品
な
ど
の
販
売
や
各
種
団

体
の
作
品
展
示
、
ち
び
っ
こ
相
撲

の
ほ
か
、大
松
し
ん
じ
歌
謡
シ
ョ
ー

や
比
婆
荒
神
神
楽
子
ど
も
神
楽
塾

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
が
祭
り
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

と
き　

10
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

と
こ
ろ　

東
城
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
東
城
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

ふ
れ
あ
い
東
城
ま

つ
り
実
行
委
員
会
（
東
城
支
所
産

業
建
設
室
内
）

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
０
０
８

東
城
ま
ち
な
み
ぶ
ら
り
散
歩

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

城
下
町
の
風
情
を
残
す
東
城
の

ま
ち
な
み
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
が
、

期
間
限
定
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
な
り
ま

す
。
商
店
や
民
家
に
は
各
家
に
伝

わ
る
お
宝
や
絵
画
、
手
芸
品
な
ど

が
並
び
、
町
角
に
は
茶
屋
が
開
か
れ

ま
す
。
の
ん
び
り
、
ゆ
っ
く
り
、
歴

史
や
文
化
、
出
会
い
に
ふ
れ
る
秋
の

ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
28
日
㈯
～
11
月
５
日
㈰

10
時
～
16
時

と
こ
ろ

街
道
東
城
路
（
東
城
町
市
街
地
）

問
い
合
わ
せ

東
城
ま
ち
な
か
交
流
施
設
え
び
す

☎
０
８
４
７
７
‐
３
‐
０
７
８
８

お
通
り

　

江
戸
時
代
に
地
域
の
祈き
と
う祷
と

五ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣
を
願
い
、
町
内
を
ご
神

体
（
み
こ
し
）
が
巡
り
歩
い
た
こ

と
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
伝
統
行
事

で
す
。
大
名
、
武
者
、
華

は
な
わ
ら
べ童
か
ら

な
る
行
列
に
、
さ
ざ
ん
か
の
華は

な

を

あ
し
ら
っ
た
「
母ほ

ろ衣
」
が
加
わ
り
、

総
勢
約
１
０
０
人
か
ら
な
る
勇
壮

か
つ
華
や
か
な
時
代
絵
巻
が
東
城

の
ま
ち
な
み
を
巡
り
ま
す
。

と
き　

11
月
４
日
㈯

12
時
～
16
時

と
こ
ろ　

東
城
町
市
街
地

問
い
合
わ
せ　

お
通
り
保
存
振
興

会
（
東
城
町
商
工
会
内
）

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
５
２
５

帝
釈
も
み
じ
ま
つ
り

　

国
定
公
園
帝
釈
峡
の
紅
葉
と
、

秋
の
食
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
川
魚
の
塩
焼
き
や
松
茸
う

ど
ん
、
香
茸
ご
は
ん
な
ど
の
地
域

の
特
産
品
が
そ
ろ
う
バ
ザ
ー
コ
ー

ナ
ー
を
は
じ
め
、ザ
・ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー

パ
ー
の
福
本
ヒ
デ
さ
ん
や
大
山
百

合
香
さ
ん
の
他
、
各
種
団
体
の
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
５
日
㈰

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

帝
釈
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

帝
釈
地
域
活
性
化

生
協
ひ
ろ
し
ま
三
次
事
務
所

田
村
明
美

☎
０
８
２
４
‐
64
‐
１
４
４
１

（
火
～
金
曜
日　

９
時
～
15
時
）

県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

技
能
祭

と
き　

11
月
３
日（
金
・
祝
）

10
時
30
分
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

（
三
次
市
十
日
市
南
六
丁
目
14
‐
１
）

内
容

自
動
車
整
備
科
・
溶
接
加
工
科
・

建
築
科
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
の
実

習
場
公
開
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
／
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
粗
品
を
ゲ
ッ

ト
！
／
実
習
作
品
・
紙
太
鼓
な
ど

の
即
売
や
飲
食
物
バ
ザ
ー
／
芋
掘

り
・
積
み
木
大
会
・
働
く
車
の
展

示
な
ど
の
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

健
康
づ
く
り

口
和
健
康
ふ
く
し
祭　
　
　

わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
タ

　
「
と
ど
け
よ
う
笑
顔
！　

つ
な
ご

う
元
気
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
元
気

な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
の
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。
保
育
所
園
児
に
よ

る
踊
り
や
神
楽
、
健
康
づ
く
り
を

題
材
と
し
た
寸
劇
の
ほ
か
、
落
語

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
（
帝
釈
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
０
５
５

古
代
の
帝
釈
峡
を
学
ぶ
旅

●
歴
史
研
究
家　

佐
々
木
卓
也
先

生
と
行
く
「
奥
備
後
“
庄
原
”
風

土
記
」
～
帝
釈
縄
文
人
の
原
郷
を

訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
～

　

帝
釈
峡
の
鍾
乳
洞
の
入
口
や
山

麓
部
の
岩
陰
に
は
、
新
石
器
時
代

以
降
に
人
が
住
み
つ
き
、
縄
文
時
代

は
多
く
の
住
居
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
遺
跡
を
訪
ね
、
学
習
講
演

会
を
通
じ
て
知
識
を
深
め
、
国
定

公
園
内
で
紅
葉
鑑
賞
を
し
ま
す
。

と
き　

10
月
28
日
㈯

９
時
30
分
～
17
時

集
合
場
所

道
の
駅
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城

参
加
費

５
８
０
０
円
（
食
事
昼
１
回
付
）

募
集
人
員

40
人
（
最
少
催
行
人
員
20
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
で
ん
中
国
新
聞
旅
行
悠
遊
倶

楽
部

☎
０
８
２
‐
５
４
３
‐
２
０
２
２

釜
峰
山
で
歴
史
ト
リ
ッ
プ

●
清
水
正
弘
氏
と
ゆ
く
「
戦
国
武

将
・
山
中
鹿
之
助
ゆ
か
り
の
山
城

を
た
ど
る
」
～
庄
原
市
口
和
町
湯

木
の
秋
を
満
喫
～

　

山
陰
の
雄
・
尼
子
勢
と
毛
利
勢

の
大
合
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
釜
峰
山

（
標
高
７
８
８
メ
ー
ト
ル
）
で
歴
史

ト
リ
ッ
プ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
11
日
㈯

９
時
30
分
～
15
時
30
分
ご
ろ

集
合
場
所　

湯
木
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

参
加
費　

中
学
生
以
上
…
３
千
円

／
小
学
生
…
千
円

持
参
物　

水
筒
、
帽
子
、
雨
具
、

山
歩
き
に
適
し
た
服
装
・
靴
な
ど

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈫　

17
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

口
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
２
１
３

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
３
５

ま
つ
り
だ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
!!　

親
子
で
遊
ぼ
う
１
・
２
・
３

　

ひ
ま
わ
り
音
楽
教
室
の
堂
免
啓

子
先
生
・
渡
辺
智
子
先
生
と
一
緒

に
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
10
日
㈮

10
時
30
分
～
11
時
30
分
（
10
時
15

分
受
け
付
け
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

持
参
物　

お
茶
な
ど

問
い
合
わ
せ

回 日　時 演　題 教　室 講　師

1 10月28日（土）
　13時～14時30分 植物から見る備北の自然と暮らし 大講義室 生命環境学部

　入船　浩平　教授

2 11月９日（木）
　14時40分～16時10分 中国山地の鉄生産 2202 人間文化学部

　鈴木　康之　教授

3 11月15日（水）
　13時～14時30分 学生からみた庄原の暮らし 2302 県立広島大学　

　学部生・大学院生

4 11月24日（金）
　13時～14時30分

和牛肉と世界基準の地域ブランド
（地理的表示、ＧＩ） 1202 生命環境学部

　村田和賀代　准教授

県立広島大学市民公開講座（後期）　「ふるさとを考える」

●ところ　県立広島大学庄原キャンパス
●定員　80 人
●申し込み・問い合わせ
　生涯学習課社会教育係　☎ 0824-73-1188　ＦＡＸ 0824-73-1254　メール syogai-syakai@city.shobara.lg.jp

●講座日程

※３回以上講座を受講した方には修了証を交付します。
※第１回講座は大学祭にあわせて開催し、申し込みがなくても聴講可能です。
※第４回講座の前の時限に学術講演会が開催されます。詳細は県立広島大学庄原キャンパス（☎0824-74-
1000）にお問い合わせください。

広報しょうばら／ 2017.10　20 21　2017.10 ／広報しょうばら



お知らせInformation

そ  

の  

他

10
月
９
日
（
月
・
祝
）　

10
時
～

17
時

10
月
10
日
㈫　

８
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ

庄
原
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

絵
本
原
画
展
＆
講
演
会

　

絵
本
作
家
ひ
ろ
か
わ
さ
え
こ
さ

ん
に
よ
る
絵
本
作
品
「
ぞ
ろ
り
ぞ

ろ
り
と　

や
さ
い
が
ね
」
の
原
画

展
と
「
絵
本
が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ひ
ろ
か
わ
さ
え
こ
さ
ん
の
世

界
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
絵
本
原
画
展　

「
ぞ
ろ
り
ぞ
ろ
り
と　

や
さ
い
が
ね
」

と
き　

10
月
14
日
㈯
～
20
日
㈮

９
時
～
16
時

と
こ
ろ　

東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
講
演
会
「
絵
本
が
生
ま
れ
る
と

こ
ろ
」

と
き　

10
月
18
日
㈬

９
時
40
分
～
10
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
立
八
幡
小
学
校

問
い
合
わ
せ　

東
城
教
育
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
１
１

時
悠
館
秋
の
特
別
展

●
三
木
浩
太
朗
日
本
画
展

算
千
施
設
で
ラ
イ
ブ
を
開
催
し

５
万
人
以
上
に
観
覧
さ
れ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
２
１

比
和
人
権
講
演
会

と
き　

11
月
10
日
㈮

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　

比
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

講
師　

大お
お
し
ま島
花は

な
こ子
さ
ん
（
歌
手
）

演
題　
「
う
つ
く
し
い
命
～
こ
こ
ろ

あ
た
た
ま
る
ひ
と
と
き
を
！
あ
な

た
に
～
」

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

11
歳
で
突
然
父
坂
本
九
を
亡
く

し
た
こ
と
や
出
産
を
通
し
て
日
々
感

じ
る
、
命
を
つ
な
げ
る
営
み
。
か
け

が
え
の
な
い
日
常
の
輝
き
を
歌
声
に

の
せ
て
あ
な
た
に
届
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
１

展　

示

備
後
地
区
生
徒
児
童　
　
　

発
明
く
ふ
う
展
作
品
展
示

　

庄
原
市
内
の
小･

中
学
校
か
ら

出
品
さ
れ
た
全
作
品
と
他
の
市
町

の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ

ひ
工
夫
さ
れ
た
作
品
を
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

と
き

内
容

●
小
学
生
に
よ
る
学
習
発
表
（
総

領
小
学
校
児
童
）

●
中
学
生
に
よ
る
意
見
発
表
（
市

内
中
学
生
）

●
島し
ま
だ田
洋よ

う
し
ち七
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
生
き
る
力
を
育
む
～
が
ば
い
ば

あ
ち
ゃ
ん
か
ら
の
教
え
～
」

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

庄
原
市
東
城
人
権
講
演
会
・

東
城
中
学
校
教
育
講
演
会

と
き　

10
月
28
日
㈯

14
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
東
城
文
化
ホ
ー
ル

講
師

友と
も
ち
か近

８や
っ
く
ん

９
０
（
歌
手
・
書
道
家
）

演
題　
「
じ
ん
け
ん
あ
っ
た
か
コ
ン

サ
ー
ト
～
家
族
・
愛
・
命
・
人
生
～
」

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

歌
い
な
が
ら
書
道
を
す
る
日

本
唯
一
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
。
28
歳
か
ら
音
楽
活
動
を
開

始
し
、
29
歳
で
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
。

書
道
家
と
し
て
美
術
年
鑑
に
も
登

録
さ
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
ラ
イ
ブ
を
経
て
、
日
本

一
周
を
し
な
が
ら
全
国
各
地
の
福

祉
施
設
・
学
校
な
ど
に
出
向
き
、

年
間
１
５
０
施
設
以
上
で
約
１
万

人
に
歌
と
笑
顔
と
元
気
を
届
け
て

い
る
。
現
在
日
本
６
周
目
で
、
通

　

会
場
で
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や

認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
、
薬
の
相
談
な

ど
を
は
じ
め
、
健
康
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
や
地
産
地
消
の
バ
ザ
ー

が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
池
田
ノ
リ

ア
キ
さ
ん
に
よ
る
「
１
日
15
分
！

転
倒
予
防
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
時
短
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
講
座
」
と
題
し
た
講
演
も
あ
り

ま
す
。
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
当
日
は
「
世
界
糖
尿
病

デ
ー
・
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ

ベ
ン
ト
２
０
１
７
」
も
同
時
開
催

さ
れ
ま
す
。

と
き　

11
月
11
日
㈯

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
８

講　

演

平
成
29
年
度　
　
　
　
　
　

庄
原
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
家
庭
教

育
」
で
す
。
庄
原
市
の
こ
れ
か
ら

の
教
育
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
、
児
童
生
徒
の
学
び
の
姿
を

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
22
日
㈰　

13
時
20
分

（
12
時
50
分
受
け
付
け
開
始
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

家
「
露つ
ゆ

の
真

ま
こ
と
」
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

10
月
15
日
㈰

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

口
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

口
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
２

３
Ｂ
体
操
の
つ
ど
い
in
東
城

　

３
Ｂ
体
操
の
用
具
を
使
っ
て
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
な
が

ら
楽
し
く
動
き
ま
し
ょ
う
。
運
動

の
で
き
る
服
装
で
、
室
内
シ
ュ
ー

ズ
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
靴
を
入

れ
る
袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
22
日
㈰

10
時
～
12
時

と
こ
ろ

庄
原
市
東
城
中
央
運
動
公
園

問
い
合
わ
せ

（
公
社
）
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
広
島
東

支
部
備
北
グ
ル
ー
プ　

田
村
千
恵
子

☎
０
９
０
‐
７
７
７
２
‐
４
６
１
５

カ
ラ
ダ
・
コ
コ
ロ　
　
　
　

す
こ
や
か
フ
ェ
ス
タ

　

病
気
に
な
っ
た
り
持
病
が
重
症

化
し
た
り
す
る
こ
と
を
予
防
し
、

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
た
め
、

自
分
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

土
蔵
や
工
場
群
な
ど
、
身
近
な

建
築
物
を
柔
ら
か
な
風
合
い
で
表

現
し
た
作
品
20
点
を
展
示
し
ま

す
。
広
島
県
日
本
画
協
会
理
事
。

と
き　

10
月
15
日
㈰
～
11
月
26
日
㈰

9
時
～
17
時

入
館
料　

高
校
生
以
上
４
０
０
円

と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

第
51
回
庄
原
市
西
城
町
美
展

　

絵
画
・
書
・
工
芸
・
写
真
・
生

け
花
な
ど
の
美
術
展
覧
会
。
保
・

小
・
中
・
高
校
生
の
児
童
・
生
徒

の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

と
き　

10
月
14
日
㈯
～
16
日
㈪

９
時
～
18
時

※
初
日
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
９
時
30
分
開
始

※
最
終
日
は
12
時
ま
で

と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
１
７
５

第
30
回
し
ょ
う
ば
ら
菊
花
展

　

し
ょ
う
ば
ら
菊
友
会
会
員
と
市

内
小
学
校
児
童
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
、
大
菊
か
ら
小
菊
盆
栽
ま
で

の
作
品
が
、一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

と
き　

11
月
１
日
㈬
～
14
日
㈫

と
こ
ろ　

か
ん
ぽ
の
郷
庄
原

問
い
合
わ
せ

自衛官募集　～平和を仕事にする～
募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

陸上自衛隊高等工科学校
生徒（推薦） 中卒（見込み含む）

17歳未満の男子

11月1日㈬～12月1日㈮ １月6日㈯～8日㈪のいずれか1日を指定

陸上自衛隊高等工科学校
生徒（一般） 11月1日㈬～1月9日㈫ １次試験：1月20日㈯

２次試験：2月1日㈭～4日㈰のいずれか1日を指定

自衛官候補生 18歳以上27歳未満
の男女 随時 受付時にお知らせします

※高等工科学校生徒は、生徒手当として月額10 万円に加え、期末手当が年２回（平成 29 年２月現在）支給されます。
※詳しくは、自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所（☎ 0824-62-0350）にお問い合わせください。 

広島地本 検索

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

市
立
三
次
中
央
病
院
か
ら　

整
形
外
科
受
診
時
の
お
願
い

　

市
立
三
次
中
央
病
院
の
整
形
外

科
で
は
、
近
年
、
手
術
の
必
要
な

外
傷
・
骨
折
の
患
者
が
大
変
多
く

な
り
、
外
来
受
診
の
方
の
待
ち
時

間
が
長
く
な
る
な
ど
不
便
を
お
掛

け
し
て
い
ま
す
。

　

外
来
で
の
安
心
・
安
全
な
医
療

の
提
供
の
た
め
、
初
診
の
方
は
、

か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
て
地
域

連
携
予
約
を
入
れ
て
い
た
だ
く

か
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介

状
を
持
参
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い

初
診
の
方
の
診
療
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
救
急
対
応
や
、
当
院
整

形
外
科
で
の
手
術
に
関
す
る
受
診

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
通
り
対
応

し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
立
三
次
中
央
病
院

医
事
課
医
事
係

☎
０
８
２
４
‐
65
‐
０
１
０
１

県
管
理
道
路
の　
　
　
　
　

走
行
注
意
区
間
を
公
表

　

広
島
県
が
管
理

し
て
い
る
道
路
で

は
、
落
石
や
が
け

崩
れ
の
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
区
間
を
４
段
階
で

評
価
し
、
走
行
注
意
区
間
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
広
島

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
文
頭
コ
ー
ド

参
照
）
で
は
、
特
に
走
行
に
注
意

が
必
要
な
レ
ベ
ル
４
、
レ
ベ
ル
３
に

つ
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、

落
石
な
ど

に
よ
る
走

行
注
意
が

必
要
な
区
間
に
は
、
右
図
の
よ
う

な
注
意
喚
起
標
識
を
順
次
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
標
識
を
見
た
ら

注
意
し
て
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
土
木
建
築
局
道
路
整
備
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
９
０
４

高
速
道
路
沿
い
の
支
障
木　

な
ど
の
伐
採
に
ご
協
力
を

　

台
風
・
強
風
・
冬
季
の
降
雪
等

に
よ
り
高
速
道
路
の
通
行
に
支
障

と
な
る
倒
木
な
ど
を
伐
採
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
土
地
所
有
者
が
伐
採
す
る
際

に
、
高
速
道
路
へ
の
影
響
が
危
惧

さ
れ
る
場
合
は
、
道
路
管
理
者
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

【
中
国
道
】
Ｎネ

ク

ス

コ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本　

三
次
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
１
３
５
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お知らせInformation

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北コスモスピクニック開催中！
10月22日㈰まで毎日開園！

国営備北
丘陵公園
だより

◀
ジ
ニ
ア

▶
備
北
グ
ル
メ
ま
つ
り

◀
さ
と
や
ま
夢
ま
つ
り

▶
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ａ
‐
１
フ
ェ
ス
タ

◀
こ
ど
も
ま
つ
り

コスモス

無料入園日：10月８日㈰・15日㈰
無料入園日・年間パスポート加入者（大型を除く）は駐車料無料

約
１
８
０
万
本
の
秋
の
花
々

　

約
１
５
０
万
本
の
コ
ス
モ
ス

と
約
30
万
本
の
ジ
ニ
ア
が
見
頃

で
す
！

　

花
の
広
場
い
っ
ぱ
い
に
咲

き
誇
る
コ
ス
モ
ス
と
、
花
の
広

場
付
近
の
ジ
ニ
ア
な
ど
の
秋
の

花
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
天
候
に
よ
っ
て
開
花
状
況
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

備
北
グ
ル
メ
ま
つ
り

　

備
北
地
域
の「
食
」と
ス
テ
ー

ジ
の
ほ
か
、
グ
ル
メ
券
が
当
た

る
大
抽
選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

と
き　

10
月
７
日
㈯

10
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場 

第
17
回 

こ
ど
も
ま
つ
り

　

ポ
ニ
ー
な
ど
の
乗
馬
体
験

や
動
物
ふ
れ
あ
い
広
場
、
パ
ト

カ
ー
や
白
バ
イ
の
試
乗
体
験
、

子
ど
も
服
の
リ
サ
イ
ク
ル
広

場
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
イ
ベ

ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！

と
き　

10
月
15
日
㈰

10
時
～
14
時

と
こ
ろ

北
入
口　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
国
兼

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ＮＥＷ !

さ
と
や
ま
夢
ま
つ
り

　

地
元
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

や
、
備
北
地
域
の
産
品
の
販
売

な
ど
が
あ
り
、
見
て
・
食
べ
て

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
！

と
き　

10
月
８
日
㈰

11
時
～
16
時

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場 

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ａ
‐
１
フ
ェ
ス
タ

　

き
の
こ
観
察
会
、
き
の
こ
料

理
、
き
の
こ
グ
ッ
ズ
作
り
や
販

売
、
き
の
こ
ヨ
ガ
を
通
じ
て
、

き
の
こ
の
楽
し
さ
を
体
験
！
き

の
こ
と
森
の
つ
な
が
り
の
世
界

を
学
び
食
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き　

10
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

中
入
口　

中
の
広
場 

第
７
回
ヤ
マ
モ
ト
オ
ー
プ
ン
フ
ェ

ス
タ
（
国
登
録
有
形
文
化
財
建
物

公
開
イ
ベ
ン
ト
）　 

と
き　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）
～
５
日
㈰

９
時
～
16
時

※
見
学
会
は
４
日
の
み
。
10
時
30

分
ま
で
に
受
け
付
け
、
見
学
は
11

時
か
ら
１
時
間
程
度
。

と
こ
ろ

ヤ
マ
モ
ト
ロ
ッ
ク
マ
シ
ン
旧
自
治
寮

参
加
費　

見
学
会
３
０
０
円
（
冊

子
代
、
解
説
代
込
み
）

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
メ
ー
ル

で
要
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

ヤ
マ
モ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
東
新

会
）

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
５
４
４

ＦＡＸ
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
５
４
６

メ
ー
ル　

yam
am

oto_project_14
@

yahoo.co.jp

第
３
回
や
ま
な
み
ヤ
ギ
サ
ミ
ッ
ト

in
比
婆

と
き　

11
月
18
日
㈯

13
時
～
17
時

と
こ
ろ

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
公
園
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

ヤ
ギ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
ろ
し
ま

☎
０
９
０
‐
２
０
０
９
‐
５
７
０
９

◀
11
月
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る
コ

コ
ロ
ザ
シ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

雅
な
時
間
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！

着
物
で
貝
合
わ
せ
。

と
き　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）　

10
時
30
分
～
12
時
／
13
時
～
15
時

の
間
に
随
時

（
１
回
30
分
程
度
）

と
こ
ろ

西
城
郵
便
局
向
か
い
座
敷

参
加
費　

５
０
０
円

※
要
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

さ
ら
さ
ら
西
城

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
０
０
２

里
山
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ　

エ
コ
・

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
き　

11
月
19
日
㈰　
　

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

口
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

参
加
費　

３
千
円

※
要
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

庄
原
さ
い
た
ら
研
究
会

☎
０
９
０
‐
３
７
４
４
‐
３
２
２
２

た
か
の
体
験　

み
そ
作
り

と
き　

11
月
19
日
㈰　
　

10
時
～
13
時

と
こ
ろ

高
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
要
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

上
高
自
治
振
興
区

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
２
１
４

さ
と
や
ま
未
来
博
問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
里
山
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
６
３
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://satoya
m

a-m
irai2017.jp/

企
画
振
興
課
企
画
調
整
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
８

ひろしま
さとやま未来博
２０１７

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！県

大
会

広
島
県
少
年
野
球　
　
　
　

学
童
選
手
権
大
会

（
8
月
15
日
／
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｄ
Ａ　

Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
‐
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ス
タ
ジ
ア
ム

広
島
）

第
３
位

東
城
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

中
国
大
会

中
国
五
県
陸
上
競
技
対
抗　
　

選
手
権
大
会

（
８
月
19
日
～
20
日
／
鳥
取
県
鳥

取
市
）

●
男
子
１
５
０
０
ｍ

第
３
位

平
田　
　

圭（
比
和
町
）

全
国
大
会

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７

（
全
国
健
康
福
祉
祭
あ
き
た
大
会
）

（
９
月
10
日
～
11
日
／
秋
田
県
秋

田
市
）

●
女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ（
60
～
64
歳
）

第
３
位

●
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ（
60
～
64
歳
）

第
３
位

●
混
合
１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー（
２
８
０
歳
以
下
）

第
６
位

横
山　

桂
子（
戸
郷
町
）

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係（
☎
０
８
２
４
‐
73

‐
１
１
５
９
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

広告
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　11 月９日（木）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

11 月

10月15日～21日は
食育ウィークです！

超小型携帯用ラジオ付き白黒テレビ
ロッドアンテナ

五円玉

【図１：本体】

超小型ブラウン管

【図２：内部】

スピーカー

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

10月・11月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶５年に１度開催される全国和牛能力共進会。別名

「和牛のオリンピック」とも呼ばれるそうです。今回は
宮城県仙台市を会場に開催され、広島県から27 頭が出
品される中、なんと庄原市からは18 頭（種牛の部17 頭、
肉牛の部１頭）も出品されたそうです。庄原の和牛の優
秀さがよく分かります。そして、出品者の中には、庄原
実業高等学校の名前も。成績は８ページで紹介してい
ます。出品者の皆さん、遠路大変お疲れ様でした。
▶私の住む地域ではシカやイノシシがたくさん出ま
す。田んぼの苗はシカに食い荒らされ、穂が出てから
はイノシシも加わって夜中に田んぼで運動会を開くよ
うで、一部の稲が倒されました。シカの繁殖期の今、稲
刈りが済んだ田んぼでオスが夜中に大声でピーピー
鳴くので、少しでも繁殖を阻止しようとライトで照ら
し「こらー！山に帰れー！」と毎夜脅かしています。

10 月・11 月のイベント情報
▶展示・イベント
○庄原実業高校アグリカンパニー
　と　き　10月７日㈯・11月18日㈯　10時～15時
　ところ　エントランスホール
○ゆめさくら秋祭り
　と　き　10月14日㈯・15日㈰
　ところ　エントランスホール
　・10月14日　10時30分～　餅つき
　・10月15日　14時～　きのこ汁・むすび振る舞い
○華道（幽雅流）庄原の自然を生ける
　と　き　11月９日㈭　９時～15時
　ところ　交流ホール
※ゆめさくら講座草木染め教室は、午前・午後の部
共に定員に達しました。10月の募集は行っていませ
んのでご了承ください。

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
布で繋げるキルトフレンド作品展
とき　11月８日㈬～10日㈮　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

10月22日（日）細川医院 ☎08477-2-005429日（日）
11月３日（金）三上クリニック ☎08477-2-1151

５日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
12日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
19日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成29年８月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　　３６，４２５人　　（前年比－６５９人）　
男　　　１７，２７６人　　（前年比－３０３人）　
女　　　１９，１４９人　　（前年比－３５６人）　
世帯数　１５，７７３世帯　（前年比－５１世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３５９人（前年比＋３２人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１８，２２８人（７，９３１世帯）
○西城地域　　３，５１７人（１，４５９世帯）
○東城地域　　８，００９人（３，６３８世帯）
○口和地域　　２，０４４人（　  ８０９世帯）
○高野地域　　１，８２０人（　  ６８４世帯）
○比和地域　　１，４１８人（　  ６２５世帯）
○総領地域　　１，３８９人（　  ６２７世帯）

と　き　10 月 23 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　杉

すぎやま

山ルミ子（ピアノ）、能
の う み

見誠
まこと

（コントラ
バス）、石

い し い さ と し

井聡至（ドラムス）
演奏曲目　Fly Me To The Moon 、枯葉　ほか
▶杉山ルミ子…６歳からヴァイオリン、９歳からピ
アノを学ぶ。広島ジャズ界の草分けと称された父親
の影響を受け幼い頃からジャズにも親しみ、21 歳
でプロデビュー。2001 年４月にはつかいち JAZZ
オーケストラ「チェリーブロッサム 21」を結成。
現在リーダーを務める。
▶能見誠…広島市佐伯区出身。２歳からピアノ、
13 歳からコントラバスを学ぶ。東京芸術大学卒業。
2010 年に独立し、ソロコレクション CD をリリ－
ス。瀬戸内国際芸術祭に参加するほか、現在、東京、
広島、宮城の３カ所を活動拠点に、創作表現と言う
新たな音楽スタイルを確立し活動を行っている。
▶石井聡至…高校時代にドラムを始め、20 歳で上
京し、レコーディングやライブ活動を始める。その
後関西の音楽学校を首席で卒業。現在は地元広島を
拠点に演奏活動を展開中。ローランド認定講師。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●債権収納課　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

　これは昭和 57 年に松下電器産業（現パナソニック）で作ら
れた、ブラウン管方式では当時世界最小・最軽量の「携帯用
ラジオ付き白黒テレビ」で、価格は 39,800 円でした。
　テレビは、歩きながらでもアナログのＶＨＦとＵＨＦのテレ
ビ放送を鮮明な白黒画面で視聴でき、ラジオはＡＭとＦＭの放
送が聴けて、イヤホンでＦＭステレオ放送も楽しめました。本
体はプラスチック製で手のひらにものり、携帯用のケースとス
トラップも付いた優れたデザインです（図１）。画面の前に拡
大レンズを取り付けると、テレビ画面を約 1.7 倍に拡大できま
した。単３型電池４本を内蔵していますが、家庭では AC アダ
プターで 100 ボルトが使えます。　
　本体内部の左側には“高圧注意”のシールが張られた、ガ
ラス製のブラウン管（画面サイズ 27 ミリメートル×２ミリメー
トル、長さ 100 ミリメートル）（※１）が組み込まれています（図
２）。このブラウン管には、約５千ボルトの高い電圧（※２）を
加えて管面の蛍光体に画面を表示します。小さなスペースに、
テレビとラジオの回路部品が小型化されスピーカーなどと共に
隙間なく収められ、日本の得意な小型化技術と当時先端のエレ
クトロニクス技術が結集されていました。
　現在では、高画質で薄い液晶画面を使ったスマートフォン
など、高性能な情報機器が普及しています。かつて「携帯用
ラジオ付き白黒テレビ」に使われた技術は、現在の高性能機
器の実現の原点であり、日本のエレクトロニクス技術発展の
上で重要な意味を持っていました。
※１…更に小さい画面（12 ミリメートル× 10 ミリメートル）も
あり、家庭用小型ビデオカメラのビューファインダーに使用して
いました。
※２…加える電圧はブラウン管の大きさや種類によって違い、14
型白黒テレビで約７千ボルト、20 型カラーテレビでは２万５千
ボルトです。安全上の問題はありません。

　広島県では、食育の推進を図るため毎年 10 月 19 日を食育の日と
定め、この日を含む一週間を「ひろしま食育ウィーク」として「ひろ
しま給食１００万食プロジェクト」に取り組んでいます。
　このプロジェクトは広島の身近な食材を活用した広島ならではの
給食メニューを開発し、県内の小・中・特別支援学校の全給食実施
校で 20 万食、家庭や地域で 80 万食を食べることにより、全県的に
食育の機運を盛り上げていくことを目的としています。
　本市でも「ひろしま食育ウィーク」期間中に庄原市内統一メニュー
として、最優秀レシピに選ばれた「熱く燃えろ !! Ｃスープ」が登場し
ます。家庭でも作ってみてください。

【熱く燃えろ !! Ｃスープのレシピ】
＜材料４人分＞
・ベーコン（短冊切り）40ｇ
・しらす干し４ｇ
・玉ねぎ（スライス）3/4 個
・じゃがいも（１cm角切り）1/2 個
・キャベツ（１cm角切り）2枚
・生しいたけ（せん切り）1枚
・トマトジュース 60cc

①鍋に油を入れて熱し、ベーコン、し
らす干しを炒め、塩・こしょうをふる。
②玉ねぎを入れて炒め、水を加えて煮
る。
③じゃがいもを入れる。
④生しいたけ・キャベツを入れる。
⑤じゃがいもが八分通り煮えたら、ト
マトジュース、ケチャップ、コンソメ
を加えて煮る。

・ケチャップ小さじ 4
・コンソメ 4ｇ
・水 420cc
・塩少々
・こしょう少々
・炒め油小さじ 1/2
・（お好みで唐辛子）

【食材の工夫】
「Ｃスープ」のネーミングにちなんで使う食材を工夫してみよう！
「し」のつく食材→「しらす」「しいたけ」「じゃがいも」「しめじ」
「Ｃ」のつく食材→「cabbage（キャベツ）」「carrot（にんじん）」

口和郷土資料館   ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

高さ3.8㎝、幅10㎝、奥行き17㎝、重さ620g（電池込み）

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間☎相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

広報しょうばら／ 2017.10　26 27　2017.10 ／広報しょうばら



〒
727-8501　

広
島

県
庄

原
市

中
本

町
一

丁
目

10番
1号

 
		


　

　
　

／
 ☎

0824-73-1159 ／
 【

法
人

番
号

】2000020342106
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  http://w

w
w

.city.shobara.hiroshim
a.jp ／

 印
刷

　
平

和
印

刷
㈱

平
成
29年

10月
５
日
発
行

編
集
・
発
行
　
庄
原
市
行
政
管
理
課

広
報

し
ょ
う
ば

ら
 10月

号
　
2017/O

ctober　
№
151

マラニッ
ク大会を

盛り上げ
るため、
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道」沿線
地域の
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ものや楽

しいもの
が集合！

応援者や家族みんなで

楽しめるイベントです！

遊びに来てね！

と　き　10 月 29日㊐ 11時～ 16時
ところ　マラニック大会ゴール地点
　　　　（道後山高原クロカンパーク多目的広場）

庄原グルメやスイーツが楽しめる飲食ブース
・庄原産のお米を使ったメニューなど
・比婆牛試食コーナー（12時～無くなり次第終了）

太鼓や神楽など伝統芸能が楽しめるステージ
・永江太鼓保存会　11時～
・比婆荒神神楽社（福もちまき）15時 30分～

新鮮な農産物やこだわりの加工品などが並ぶ
物販ブース　お得です！！
・今が旬！りんごを山積みにしてお待ちしています。
・出張野菜市
・庄原産の加工品

ドローンの操縦体験コーナー（小学生以上・無料）
操縦経験者が対応します。ぜひ体験してください。
①11時 30分～　②13時～
（各30分間・１人５分程度）

2017
～比婆いざなみ街道に眠る宝物発見～

庄原観光いちばん協議会比婆いざなみ街道部会発行の「比婆いざなみニュース 9 月号」
を会場へお持ちいただいた方には“比婆いざなみまつり”で使える 500 円チケットを本
部テントでプレゼント。（１人１回限り）
＊ニュースは市役所本庁・支所、市内の公共施設、商業・観光・宿泊施設に設置しています。

★車は道後山高原総合体育館前に駐車してください。
★イベント・出店内容は変更になる場合もありますのでご了承ください。

【問い合わせ】いちばんづくり課いちばんづくり係（マラニック大会事務局）☎ 0824-73-1278

比婆牛など豪華景品が当たるビンゴ大会
14時～

比婆いざなみ街道
マラニック2017と同時開催
比婆いざなみまつり

500円チケットプレゼント！


